
JP 6765759 B2 2020.10.7

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　不透明なシートに下部模様（１８）が設けられた下ラベル（１０）と、表面（３０Ａ）
に表凹凸部（３１）とそれ以外の表平面部（３３）を有し且つ裏面（３０Ｂ）に裏凹凸部
（３２）とそれ以外の裏平面部（３４）を有して透明な合成樹脂から形成されて成る中間
層（３０）と、透明なシートに上部模様（２４）が設けられた上ラベル（２０）とを有し
、前記中間層（３０）の裏面（３０Ｂ）に前記下ラベル（１０）が、前記中間層（３０）
の表面（３０Ａ）に前記上ラベル（２０）が夫々位置合わせされた状態で積層されて構成
される加飾部（４）を備えた加飾成形品であって、
　少なくとも前記上部模様（２４）の一部が前記中間層（３０）の表凹凸部（３１）に対
向して配置されると共に、少なくとも前記下部模様（１８）の一部が前記中間層（３０）
の裏凹凸部（３２）に対向して配置されていることを特徴とする加飾成形品。
【請求項２】
　表凹凸部（３１）と裏凹凸部（３２）との間に高低差（ｈ）が設けられている請求項１
記載の加飾成形品。
【請求項３】
　下部模様（１８）が第１模様（１８ａ）とそれ以外の第２模様（１８ｂ）とを有して構
成されており、前記第１模様（１８ａ）が裏凹凸部（３２）に対向して配置され、前記第
２模様（１８ｂ）が少なくとも裏凹凸部（３２）又は裏平面部（３４）に対向して配置さ
れている請求項１又は２記載の加飾成形品。
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【請求項４】
　上部模様（２４）が第３模様（２４ａ）とそれ以外の第４模様（２４ｂ）とを有して構
成されており、前記第３模様（２４ａ）が表凹凸部（３１）に対向して配置され、前記第
４模様（２４ｂ）が表平面部（３３）に対向して配置されている請求項１乃至３のいずれ
か一項に記載の加飾成形品。
【請求項５】
　表凹凸部（３１）が中間層（３０）の表面（３０Ａ）に凸設された凸部（３１ａ）とし
て構成され、裏凹凸部（３２）が中間層（３０）の裏面（３０Ｂ）に凹設された第１凹部
（３２ａ）として構成されている請求項１乃至４のいずれか一項に記載の加飾成形品。
【請求項６】
　下ラベル（１０）は、下層より上層に向かって順に、少なくとも接着層（１１）、フィ
ルム基材層（１３）、印刷層（１５）及び蒸着層（１６）を有して構成されており、下部
模様（１８）が前記印刷層（１５）又は前記蒸着層（１６）により構成されている請求項
１乃至５のいずれか一項に記載の加飾成形品。
【請求項７】
　上ラベル（２０）が、下層より上層に向かって、少なくとも接着層（２０ａ）、透明な
フィルム基材層（２０ｃ）及び印刷層（２０ｅ）を有して構成されている請求項１乃至６
のいずれか一項に記載の加飾成形品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化粧面に立体的な加飾が付与された合成樹脂製の加飾成形品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パッケージにおける装飾が商品力の大きな部分を占める化粧料用等の容器においては、
化粧面に塗装、印刷等による様々な加飾を付与することにより商品イメージを大きく向上
させる手法が用いられている。
　このような加飾を付与する方法の一つとして、ラベルをインサート材として予め金型内
にセットし、成形品の成形と同時にこの成形品の表面に貼着させる方法がある。
【０００３】
　特許文献１に示す加飾成形品は、キャビティ金型３３のキャビティ面３３ｓに図柄に相
当する凹部３３ａが形成されており、キャビティ面３３ｓにラベル１１を密着状にセット
した状態でキャビティ３４に成形品１を形成する溶融樹脂を射出して充填すると、凹部３
３ａが位置する部分において、凹部３３ａに橋架け状に位置するラベル１１部分、特にＡ
ＢＳ樹脂製の基材層１２部分が高温の溶融樹脂によりその柔軟性が増した状態で、溶融樹
脂の充填圧力により、深絞り状に凹部３３ａの形状に沿って延伸変形し、ラベル１１が凸
部２の形状に沿って積層されることで、立体的な凸状の加飾部が形成される、と云うもの
である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２１２９０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に示す加飾成形品は、立体的な凸状の加飾を可能とするものであるところ、
近年においては他の商品との差別化を図る上において、より奥行きのある立体的な加飾を
行う技術の開発が求められている。
【０００６】
　本発明は、上記した従来技術における問題点を解消すべく、化粧面にラベル等をインサ
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ート成形して立体的な加飾部を備える成形品において、より奥行きのある立体的な加飾が
付与された加飾成形品を創出することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するための手段のうち、本発明の主たる手段は、
　不透明なシートに下部模様が設けられた下ラベルと、表面に表凹凸部とそれ以外の表平
面部を有し且つ裏面に裏凹凸部とそれ以外の裏平面部を有して透明な合成樹脂から形成さ
れて成る中間層と、透明なシートに上部模様が設けられた上ラベルとを有し、中間層の裏
面に下ラベルが、中間層の表面に上ラベルが夫々位置合わせされた状態で積層されて構成
される加飾部を備えた加飾成形品であって、
　少なくとも上部模様の一部が中間層の表凹凸部に対向して配置されると共に、少なくと
も下部模様の一部が中間層の裏凹凸部に対向して配置されていることを特徴とする、と云
うものである。
【０００８】
　本発明の主たる手段では、中間層を挟んでその表面側に設けられた表凹凸部による立体
的な加飾と、裏面側に設けられた裏凹凸部による立体的な加飾とを混在させることで、よ
り立体的な加飾を達成し得る。
【０００９】
　また本発明の他の手段は、上記主たる手段に、表凹凸部と裏凹凸部との間に高低差が設
けられている、との手段を加えたものである。
【００１０】
　上記手段では、これまで以上に奥行きのある立体的な加飾を付与し得る。
【００１１】
　また本発明の他の手段は、上記いずれかの手段に、下部模様が第１模様とそれ以外の第
２模様とを有して構成されており、第１模様が裏凹凸部に対向して配置され、第２模様が
少なくとも裏凹凸部又は裏平面部に対向して配置されている、との手段を加えたものであ
る。
【００１２】
　上記手段では、下ラベルに設けた様々な模様により、バリエーションに富んだ加飾を達
成し得る。
【００１３】
　また本発明の他の手段は、上記いずれかの手段に、上部模様が第３模様とそれ以外の第
４模様とを有して構成されており、第３模様が表凹凸部に対向して配置され、第４模様が
表平面部に対向して配置されている、との手段を加えたものである。
【００１４】
　上記手段では、上ラベルに設けた様々な模様により、さらにバリエーション豊かな加飾
を達成し得る。
【００１５】
　また本発明の他の手段は、上記いずれかの手段に、表凹凸部が中間層の表面に凸設され
た凸部として構成され、裏凹凸部が中間層の裏面に凹設された第１凹部として構成されて
いる、との手段を加えたものである。
【００１６】
　上記手段では、実施例に近い加飾を達成し得る。
【００１７】
　また本発明の他の手段は、上記いずれかの手段に、下ラベルは、下層より上層に向かっ
て順に、少なくとも接着層、フィルム基材層、印刷層及び蒸着層を有して構成されており
、下部模様が印刷層又は蒸着層により構成されている、との手段を加えたものである。
【００１８】
　上記手段では、加飾部にメタリック調の光沢を付与し得る。
【００１９】
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　また本発明の他の手段は、上記いずれかの手段に、上ラベルが、下層より上層に向かっ
て、少なくとも接着層、透明なフィルム基材層及び印刷層を有して構成されている、との
手段を加えたものである。
【００２０】
　上記手段では、上ラベルに設けられた透明領域を介して下ラベルによる加飾の視認を達
成すると共に、上ラベル自らも上部模様による加飾を達成し得る。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明は、上記した構成となっているので、以下に示す効果を奏する。
　成形品本体の加飾部に、中間層の裏凹凸部と下ラベルの第１模様による立体的な加飾と
、表凹凸部と上ラベルの第３模様による立体的な加飾を同時に現出させることにより、こ
れまで以上に奥行きのある立体的な加飾を付与された加飾成形品とすることができる。
　さらに下ラベルに形成した第２模様と上ラベルに形成した第４模様とが混在することに
より、よりバリエーション豊かな加飾が付与された加飾成形品とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の加飾成形品の一実施例としてのコンパクト容器の蓋体を示し、Ａは平面
図、Ｂは正面図である。
【図２】加飾部の概略構成例として図１のＩＩ－ＩＩ線における拡大断面図である。
【図３】下ラベルの一実施例を示す拡大断面図である。
【図４】下ラベルの一実施例を示す平面図である。
【図５】上ラベルの一実施例を示す拡大断面図である。
【図６】上ラベルの一実施例を示す平面図である。
【図７】中間層の一実施例として下ラベル及び上ラベルを除いた状態を示す平面図である
。
【図８】図７のＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線における拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しつつ説明する。
　図１は本発明の加飾成形品の一実施例としてのコンパクト容器の蓋体を示し、Ａは平面
図、Ｂは正面図、図２は加飾部の概略構成例として図１のＩＩ－ＩＩ線における拡大断面
図、図３は下ラベルの一実施例を示す拡大断面図、図４は下ラベルの一実施例を示す平面
図、図５は上ラベルの一実施例を示す拡大断面図、図６は上ラベルの一実施例を示す平面
図、図７は中間層の一実施例として下ラベル及び上ラベルを除いた状態を示す平面図、図
８は図７のＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線における拡大断面図である。
【００２４】
　本発明の加飾成形品１は、例えば矩形薄皿状の成形品本体２からなるコンパクト容器の
蓋体であり、例えばＡＳ樹脂などから成る射出成形品であるが、成形に用いる樹脂はＡＳ
樹脂に限られるものではなく、その他の合成樹脂であっても良い。
【００２５】
　図１Ａ及び図１Ｂに示すように、成形品本体２の上面である化粧面３には、加飾成形品
１を外観的に加飾する加飾部４が設けられている。図２に断面図として示すように、加飾
部４は最下部に設けられた下ラベル１０と、最上部に設けられた上ラベル２０と、これら
の間に設けられた中間層３０が一体に積層されることにより構成されている。
【００２６】
　図３に拡大して示すように、下ラベル１０は、下層より上層に向かって順に、少なくと
も接着層１１、第１アンカー層１２、例えばＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）など
から成るフィルム基材層１３、第２アンカー層１４、印刷層１５、アルミニウム等の金属
をフィルム表面に付着させて成る蒸着層１６及び無色透明のクリア層１７を有して構成さ
れた不透明なシート状の部材である。
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【００２７】
　図４に示すように下ラベル１０には、後述する中間層３０の裏面３０Ｂ側に凹設された
第１凹部３２ａに対向して配置される第１模様１８ａとそれ以外の第２模様１８ｂと、色
彩のみから構成される背景部１８ｃとを有して構成される下部模様１８が設けられている
。本実施例では、第１模様１８ａは大小様々な大きさで且つ異なる色彩からなる八角模様
として構成され、それ以外の第２模様１８ｂは異なる色彩から成る複数の唐草模様として
構成されている。なお、図４には枠付きの第１模様１８ａと枠なしの第１模様１８ａが示
されているが、これらは異なる色彩であることを示している。そして、下部模様１８は背
景部１８ｃの上に、八角模様から構成される第１模様１８ａと唐草模様から構成される第
２模様１８ｂとが混在する状態で構成されている。下部模様１８は例えばグラビア印刷等
によって印刷された印刷層１５又は蒸着層１６によって形成されており、下ラベル１０は
その全体が蒸着層１６によってメタリック調の光沢を有する。
【００２８】
　上ラベル２０は、例えば図５に拡大して示すように、ＰＥＴなどから成るフィルム基材
層２０ｃを母材とし、全体的には無色透明なシートとして構成されるが、その層構造は、
下層から上層に向かって、少なくとも接着層２０ａ、第１アンカー層２０ｂ、フィルム基
材層２０ｃ、第２アンカー層２０ｄ、印刷層２０ｅ及びクリア層２０ｆを有して構成され
ている。
【００２９】
　図６に示すように、上ラベル２０には、後述する中間層３０の表面３０Ａ側に凸設され
る凸部３１ａに対向して配置された第３模様２４ａとそれ以外の第４模様２４ｂとを有し
て構成される上部模様２４が設けられており、上部模様２４を有しない部分は透明領域２
４ｃとなっている。本実施例では、第３模様２４ａが大小様々な大きさで且つ異なる色彩
からなる八角模様として構成され、それ以外の第４模様２４ｂが唐草模様として構成され
ている。なお、図６においても枠付きの第３模様２４ａと枠なしの第３模様２４ａとは異
なる色彩であることを示している。このような上部模様２４は、無色透明からなるフィル
ム基材層２０ｃの上部に八角模様から構成される第３模様２４ａと唐草模様から構成され
る第４模様２４ｂとが混在する状態で、例えばグラビア印刷等によって印刷された印刷層
２０ｅによって形成されている。
【００３０】
　加飾成形品１は、一方の金型の内面に接着層１１を成形品（中間層３０の裏面３０Ｂ）
側に向けた状態の下ラベル１０をインサート材として予めセットし、且つ他方の金型の内
面に接着層２０ａを成形品（中間層３０の表面３０Ａ）側に向けた状態の上ラベル２０を
インサート材として予めセットした割金型内に、溶融状態にある透明なＡＳ樹脂を充填し
て行う射出成形法により製造される。この際、透明なＡＳ樹脂等からなる中間層３０が成
形品として薄板状に成形され、同時に中間層３０の下面に下ラベル１０が、中間層３０の
上面に上ラベル２０が夫々一体的に貼着される。
【００３１】
　ここで、図７及び図８は下ラベル１０及び上ラベル２０を除いた状態の中間層３０のみ
を示している。図７中に濃い実線で示す略ダイヤ模様が中間層３０の表面側に形成される
表凹凸部３１の一例であり、薄い実線で示す略ダイヤ模様が中間層３０の裏面側に形成さ
れる裏凹凸部３２の一例である。本実施例では、図８に示すように表凹凸部３１は中間層
３０の表面３０Ａ側に凸設された凸部３１ａであり、裏凹凸部３２は中間層３０の裏面３
０Ｂ側に凹設された第１凹部３２ａである。
【００３２】
　図８に示すように中間層３０の表面３０Ａ側は、表凹凸部３１を構成する凸部３１ａと
それ以外の領域とを有して構成されており、それ以外の領域は平滑面からなる表平面部３
３である。また中間層３０の裏面３０Ｂ側には、裏凹凸部３２を構成する第１凹部３２ａ
の他に、下ラベル１０に唐草模様として形成された第２模様１８ｂの全部に対応するもの
ではないが、その一部に対応して唐草模様状に凹設された第２凹部３２ｂが形成されてお
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いる。なお、第１凹部３２ａ及び第２凹部３２ｂを除いた中間層３０の裏面３０Ｂは平滑
面からなる裏平面部３４となっている。
【００３３】
　中間層３０の表裏に下ラベル１０及び上ラベル２０を有する状態で成形された加飾成形
品１の加飾状態について図２等を参照しつつ説明する。
　加飾成形品１の上面（中間層３０の表面３０Ａ）側では、表凹凸部３１を構成する凸部
３１ａの上に、上ラベル２０の第３模様２４ａ（八角模様）が重なる状態に配置されるこ
とにより、凸部３１ａと第３模様２４ａとによってメタリック調の光沢が付与された立体
的な加飾が現出される。
【００３４】
　他方、加飾成形品１の下面（中間層３０の裏面３０Ｂ）側では、裏凹凸部３２を構成す
る第１凹部３２ａの上に、下ラベル１０の第１模様１８ａ（八角模様）が重なる状態で配
置されることにより、第１凹部３２ａと第１模様１８ａとよる立体的な加飾が現出される
。この加飾は、加飾成形品１の上面側からは上ラベル２０の透明領域２４ｃ及び中間層３
０の表平面部３３を介して視認することができる。中間層３０の表面３０Ａ側から見た場
合、第１凹部３２ａは凸状であり、下ラベル１０の第１模様１８ａによってメタリック調
の光沢が付与されていることから、あたかも加飾成形品１の上面に凸設しているような立
体的な加飾を現出する。
　特に、図２に示すように、中間層３０の裏面３０Ｂ側に凹設された第１凹部３２ａと表
面３０Ａ側に凸設された凸部３１ａとは高低差ｈを有して形成されているため、上方から
加飾部４を見た場合により奥行きのある立体的な加飾を付与することが可能となる。
【００３５】
　また下ラベル１０上に唐草模様として形成された第２模様１８ｂは、中間層３０に唐草
模様状に凹設された第２凹部３２ｂと重なる位置では、第２模様１８ｂと第２凹部３２ｂ
とによる立体的な加飾が現出される。また下ラベル１０側の第２模様１８ｂが中間層３０
の表平面部３３と重なる位置では、表平面部３３と上ラベル２０の透明領域２４ｃを介し
て、あるいは表平面部３３と上ラベル２０に形成されている第４模様２４ｂ（唐草模様）
を介して第２模様１８ｂを視認することができる。
　さらに上ラベル２０に形成された第４模様２４ｂ（唐草模様）はそのまま視認されるが
、この際下ラベル１０に唐草模様として形成された第２模様１８ｂが一緒に見えるため、
これらの模様が絡み合う複雑な模様を現出させる（図１Ａ参照）。
【００３６】
　このように、裏凹凸部３２と下ラベル１０の第１模様１８ａによる立体的な加飾と、表
凹凸部３１と上ラベル２０の第３模様２４ａによる立体的な加飾を成形品本体２の化粧面
３に同時に現出させることにより、これまで以上に奥行きのある立体的な加飾を付与され
た加飾成形品とすることができる。
　さらに下ラベル１０に形成された第２模様１８ｂと上ラベル２０に形成された第４模様
２４ｂとが混在することにより、よりバリエーション豊かな加飾を付与することが可能で
ある。
【００３７】
　以上、実施例に沿って本発明の構成とその作用効果について説明したが、本発明の実施
の形態は上記実施例に限定されるものではない。
【００３８】
　例えば、上記実施例では第１模様１８ａ及び第３模様２４ａとして八角模様を示して説
明したが、第１模様１８ａ及び第３模様２４ａはこれらの形状に限定されるものではなく
、互いに異なる模様であっても良い。
【００３９】
　また上記実施例では第２模様１８ｂ及び第４模様２４ｂとして、唐草模様を示して説明
したが、第２模様１８ｂ及び第４模様２４ｂもこれに限定されるものではなくその他の模
様であってもよい。
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【００４０】
　また上記実施例では、中間層３０の表面３０Ａ側に凸部３１ａが凸設され且つ裏面３０
Ｂ側に第１凹部３２ａが凹設される場合を示して説明したがこれに限定されるものではな
く、表面３０Ａ側に凹部が凹設され且つ裏面３０Ｂ側に凸部が凸設される場合、または表
面３０Ａと裏面３０Ｂの双方に凸部が凸設される場合、あるいは表面３０Ａと裏面３０Ｂ
の双方に凹部が凹設される場合であってもよい。ただし、表面３０Ａと裏面３０Ｂの双方
に凹部が凹設される場合にあっては表面３０Ａ側の凹部と裏面３０Ｂの凹部とが重ならな
い状態で形成することが必要である。
【００４１】
　また上記実施例では下ラベル１０として蒸着層１６を有する場合として説明したが、下
ラベル１０は不透明であれば良くこれに限定されるものではない。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　本発明は、成形品の両面に立体的な加飾を付与することで、奥行きのある立体的な加飾
を現出するものであり、特に化粧料容器分野等における用途展開をさらに広い領域で図る
ことができる。
【符号の説明】
【００４３】
１　　：　加飾成形品
２　　：　成形品本体
３　　：　化粧面
４　　：　加飾部
１０　：　下ラベル
１１　：　接着層
１２　：　第１アンカー層
１３　：　フィルム基材層
１４　：　第２アンカー層
１５　：　印刷層
１６　：　蒸着層
１７　：　クリア層
１８　：　下部模様
１８ａ：　第１模様
１８ｂ：　第２模様
１８ｃ：　背景部
２０　：　上ラベル
２０ａ：　接着層
２０ｂ：　第１アンカー層
２０ｃ：　フィルム基材層
２０ｄ：　第２アンカー層
２０ｅ：　印刷層
２０ｆ：　クリア層
２４　：　上部模様
２４ａ：　第３模様
２４ｂ：　第４模様
２４ｃ：　透明領域
３０　：　中間層
３０Ａ：　表面
３０Ｂ：　裏面
３１　：　表凹凸部
３１ａ：　凸部
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３２　：　裏凹凸部
３２ａ：　第１凹部
３２ｂ：　第２凹部
３３　：　表平面部
３４　：　裏平面部

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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